
【5.9号機の実力を推し量る】
～既存機種との力量差は？～
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5.9号機はやっぱり辛い？
1）実測出玉率の検証

鈴木ゆい

鈴木さん

【出玉率の特徴】
設定1の出玉率だけ抜き出してみても特別辛いという数値では無く、5号機初頭
の機種と比較するとむしろ甘い数値となっている。既存の人気機種と比べても
設定1自体の平均数値は決して劣っているものでは無い。但し、高設定の出玉
率には大きな差異が生まれており、やはり「バジリスク絆」や「番長3」とは
勝負にならない。

「出ない！」って声をよく聞くけど設定1の数値だけみる

とそんなに辛くはないみたい…。もちろん旧スペック機

のような差玉は現実的ではないけど、それでもホールで

は－5,000枚以上出ている台は良くみるし、慣れてくれ

ば案外いけるのかもね。

高設定域の出玉率が高い「バジリスク絆」や「番長3」の設定6の安定感はやはり

別格じゃの。まぁ、この2機種は除いたとしたら5.9号機も決して悪い数値じゃな

いと言えるぞい。

「ゴッドイーター2」の35.29％という出現率は5号機全般を見渡しても平均値じゃ

し、「ブラックラグーン3」なんぞは設定1～6の差異が最も少ないわけじゃから、

その意味では設定不問の可能性を秘めていると言えるわけじゃ！

2）差枚数出現率の検証

設定1出玉率 設定6出玉率

戦国コレクション3 97.69% 107.44%
ゴッドイーター2 98.12% 107.24%
ブラックラグーン3 97.71% 109.77%
バジリスク絆 97.20% 119.34%
押忍！番長3 97.93% 117.80%
沖ドキ-30 96.03% 106.78%

皆が思うほど辛くは無い！
俺たちの【力】を信じろ!!

設定1 設定6

戦国コレクション3 4.81% 22.23%
ゴッドイーター2 4.42% 35.29%
ブラックラグーン3 5.92% 21.11%
バジリスク絆 8.55% 72.01%
押忍！番長3 6.06% 62.52%
沖ドキ-30 10.09% 35.16%

【差枚数出現率の特徴】
巷で囁かれているいわゆる「スペックダウン」は数値上でハッキリ確認できる。－3,000枚以上の差枚数出現率は設定1の数値で旧
スペック機はが10.0％近いのに対して、5.9号機はおよそ半分くらいの5.0％前後で推移している。余談だが「沖ドキ-30」は設定1
の出玉率は6機種中一番低いが、差枚数は出やすい仕様になっているのが面白い。

【－3,000枚以上の差枚数出現率】
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決して「辛くない」ことをユーザーにどうアピールするかが勝負!!

低設定域の動きと使用設定のイメージ

【ベース設定は必要か？】

経年での稼働低下を防ぐための使用設定に関しては、従来の機種であれば「なるべく設定1の使用を減らして高設定で差枚数を魅せ

る」といった形がセオリーだけど、上記のように設定1の勝率の高さに伴う利益確保の困難さから鑑みると、中間設定の使用による

ベースＵＰはそれほど必要ないかも知れないわね。むしろ高設定域のパワー不足が店舗、ユーザーともに感じられるのであれば、

1ベースであってもなるべく高設定を使用して、その「負のイメージ」を払拭する方が得策かも知れないヨ。

3）低設定域での勝率

バジリスク絆 31.28%

押忍！番長3 27.84%

沖ドキ-30 36.36%

戦国コレクション3 34.91%

ゴッドイーター2 40.61%

ブラックラグーン3 38.45%

【設定1における100.0％以上の出玉率出現率】

【低設定域出玉率の特徴】

意外なことに旧基準機と5.9号機において設定1の「赤差玉発生率」に差は無く、むしろ5.9号機の方が優秀な結果となっている。

「辛くて出ない！」とボヤかれていた5号機初期の機種はこの数値が25％前後ほどしかなく、その時期の機種と比較するならば、むしろ甘く勝負

はしやすい状況と言える。但し大きな差枚数が出るかというとその限りではない。

4）推奨する設定使用方法
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